
い
じ
悪
く
時
々
列
を
乱
し
て
困
ら
せ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

抑
留
中
唯
一
回
だ
け
労
働
賃
金
と
し
て
十
ル
ー
ブ
ル
貰
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
何
に
使
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
が
一
部
持
ち

帰
っ
て
記
念
に
と
っ
て
あ
る
。

日
常
の
収
容
所
内
の
生
活
は
ラ
ー
ダ
ー
と
大
体
同
じ
で
あ
り
、

一
番
困
っ
た
便
所
も
ま
た
別
棟
に
離
れ
て
築
か
れ
た
掘
っ
立
て

小
屋
で
吹
き
流
し
、
寒
冷
は
身
に
し
み
る
も
の
で
あ
っ
た
。

か
く
て
昭
和
二
十
二
年
十
月
、
Ａ
収
容
所
に
移
り
、
同
月
末

帰
国
の
為
エ
ラ
ブ
カ
を
去
る
。

凍
土
に
眠
る
戦
友
を
悼
む
　 

滋
賀
県
　
陌
間
政
雄
　 

聞
き
手
　
本
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
邪
魔
し
ま
し
て
恐

縮
に
存
じ
ま
す
。
早
速
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
ず
入
ソ
ま
で
の

こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
、
抑
留
中
体
験
さ
れ
、
帰
国

さ
れ
る
ま
で
、
お
話
し
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

陌
間
　
陌
間
で
す
。
私
は
昭
和
十
八
年
一
月
学
校
卒
業
後
、

満
州
車
両
㈱
へ
入
社
し
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
十
一
月
徴
兵
検

査
を
受
け
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
日
公
主
嶺
機
動
第
一
連
隊

（
七
五
〇
部
隊
）
第
二
五
二
二
二
部
隊
へ
入
営
、
昭
和
二
十
年

七
月
二
十
九
日
、
南
東
満
国
境
線
配
備
、
敦
化
を
経
て
鏡
泊
湖

山
岳
陣
営
に
つ
い
て
お
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、

終
戦
の
詔
勅
を
陣
営
で
聞
い
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
六
日
、
吉
林
機
動
兵
舎
第
二
連
隊
で
武

装
解
除
を
受
け
た
。

八
月
二
十
五
日
、
ソ
連
軍
指
揮
に
よ
り
、
敦
化
飛
行
場
へ
集

結
、
千
名
単
位
の
編
成
で
集
団
を
結
成
さ
せ
ら
れ
た
。
八
月
二

十
六
日
、
関
東
軍
か
ら
の
略
奪
物
資
（
兵
器
、
医
療
用
器
具
、

薬
剤
、
食
糧
、
被
服
等
）
の
貨
車
積
み
込
み
作
業
に
二
十
日
間

程
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
十
六
日
、
敦
化
駅
で
乗
車
、
ダ
モ
イ
だ
と

言
わ
れ
て
出
発
、
九
月
十
八
日
ハ
ル
ピ
ン
駅
で
貨
物
車
に
乗
り

換
え
、
九
月
二
十
日
入
ソ
、
こ
の
間
の
食
事
は
カ
ン
メ
ン
パ
ン

で
過
ご
し
た
。
十
月
三
日
、
ア
ル
タ
イ
地
方
ロ
ス
ト
フ
カ
第
一

収
容
所
へ
入
所
、
約
千
名
単
位
で
あ
っ
た
。

入
所
以
来
約
一
か
月
間
、
大
根
の
千
切
り
干
し
が
常
食
で
あ



り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
隊
員
の
半
数
は
栄
養
失
調
と
な
り
、
収

容
後
四
か
月
間
に
約
三
百
六
十
名
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
作
業
は

建
築
作
業
が
主
で
あ
り
ま
し
た
。
私
も
栄
養
失
調
で
フ
ラ
フ
ラ

の
状
態
で
、
毎
日
作
業
に
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
と
て
も

作
業
に
出
ら
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
所
内
で
ブ
ラ
ブ

ラ
し
て
お
り
ま
し
た
。

収
容
所
に
は
医
務
室
が
あ
り
、
治
療
を
受
け
る
数
が
多
く
な

り
、
毎
日
四
、
五
名
ず
つ
亡
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
二
十

一
年
二
月
末
ま
で
こ
の
状
況
が
続
い
て
い
た
。

当
時
の
食
事
は
朝
、
夕
食
は
燕
麦
、
コ
ー
リ
ャ
ン
の
ス
ー
プ
、

昼
食
は
黒
パ
ン
約
二
百
グ
ラ
ム
一
切
支
給
さ
れ
、
腹
の
足
し
に

は
程
遠
か
っ
た
。
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
た
と
き
、
収
容
所
の
軍
医
、

渡
辺
氏
と
知
り
合
い
、
そ
の
厚
意
で
治
療
を
受
け
、
体
調
も
よ

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
の
で
、
亡
く
な
っ
た
戦
友
の
遺
体
を

埋
葬
す
る
穴
掘
り
作
業
に
従
事
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

遺
体
は
裸
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
て
、
心
に
痛
み
を
感
じ
つ

つ
、
涙
を
流
し
埋
葬
に
従
事
し
て
い
た
。

そ
の
後
一
か
月
程
収
容
所
の
作
業
の
割
り
出
し
の
手
伝
い
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
ソ
連
の
収
容
所
長
よ
り
、
一
般
作
業
に
出

よ
と
言
わ
れ
、
農
業
機
械
の
製
造
工
場
で
働
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
寒
さ
は
零
下
三
十
度
く
ら
い
ま
で
下
が
り
、
凍
傷
に
か

か
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
幸
い
私
は
か
か
ら
な
く
て
助

か
り
ま
し
た
。

二
十
一
年
三
月
頃
よ
り
死
亡
す
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。
春
五
月
頃
に
な
る
と
草
の
若
芽
が
出
る
よ
う
に
な
り
、

摘
ん
で
飯
盒
で
煮
、
岩
塩
で
味
を
つ
け
食
べ
、
空
腹
を
満
た
し

た
。二

十
一
年
十
二
月
中
旬
、
沿
海
州
の
伐
採
作
業
場
へ
連
れ
て

行
か
れ
た
。

冬
は
松
の
実
、
夏
は
茸
を
と
り
、
空
腹
の
足
し
に
し
て
い
た
。

食
事
は
朝
は
ス
ー
プ
、
昼
は
パ
ン
三
百
五
十
グ
ラ
ム
、
夕
食
は

パ
ン
少
量
と
ス
ー
プ
、
よ
く
蛇
を
食
べ
た
。

二
十
二
年
十
一
月
末
ナ
ホ
ト
カ
へ
集
結
、
ダ
モ
イ
だ
と
聞
い

て
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
船
が
凍
結
の
た
め
入
港
で
き
ず
、

ガ
ッ
カ
リ
し
た
次
第
で
す
。

二
十
三
年
六
月
ま
で
伐
採
作
業
に
従
事
し
、
二
十
三
年
六
月

下
旬
ナ
ホ
ト
カ
へ
集
結
し
た
。
そ
の
間
、
伐
採
中
に
同
胞
一
人

が
茸
を
と
り
に
行
き
行
方
不
明
と
な
り
、
山
中
を
隈
な
く
捜
索



し
た
が
見
つ
か
ら
ず
じ
ま
い
で
し
た
。
多
分
狼
に
襲
わ
れ
た
ら

し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ナ
ホ
ト
カ
へ
到
着
後
、
民
主
教
育

を
受
け
、
七
月
舞
鶴
へ
上
陸
で
き
た
。

私
は
体
が
頑
丈
な
方
で
は
な
か
っ
た
が
、
復
員
後
三
十
余
年

間
、
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
地
で
亡
く
な
ら
れ
た
戦
友
た
ち
に
、
心
よ
り
哀
悼
の
念
を

捧
げ
、
終
わ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

終
戦
・
満
州
・
シ
ベ
リ
ア
入
国
の

思
い
出
　 

千
葉
県
　
城
市
義
雄
　 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
忘
れ
る
事
も
出
来
な
い
終
戦
、

そ
の
翌
日
私
は
公
主
嶺
か
ら
奉
天
行
き
を
命
ぜ
ら
れ
、
山
口
県

出
身
の
井
隅
某
と
二
人
で
貨
車
に
乗
り
込
む
。
そ
の
貨
車
は
南

下
中
の
日
本
軍
臨
時
列
車
だ
っ
た
と
思
う
。
途
中
各
駅
に
停
車
、

中
国
人
の
顔
が
我
々
日
本
人
に
対
す
る
憎
し
み
の
目
が
光
っ
て

見
え
る
中
、
列
車
は
奉
天
へ
向
け
進
行
、
文
官
屯
駅
に
到
着
し

た
。
奉
天
は
既
に
、
ソ
連
軍
が
制
圧
、
列
車
は
も
う
進
む
事
は

出
来
な
い
と
の
連
絡
で
、
止
む
を
得
ず
文
官
屯
駅
下
車
。
南
満

造
兵
■
へ
行
き
阿
部
少
佐
（
同
郷
出
身
）
と
会
い
、
事
情
を
説

明
し
、
取
敢
え
ず
造
兵
■
の
庶
務
課
に
事
務
員
と
し
て
働
く
こ

と
に
し
た
。
そ
し
て
原
隊
と
の
連
絡
は
完
全
に
取
れ
な
く
な
っ

た
。
同
じ
庶
務
課
の
山
本
さ
ん
宅
へ
お
世
話
に
な
り
、
毎
日
山

本
さ
ん
の
古
着
で
変
装
し
、
そ
れ
を
着
用
し
て
一
緒
に
務
め
る

よ
う
に
な
っ
た
、
山
本
さ
ん
の
家
族
は
、
奥
さ
ん
と
お
嬢
さ
ん

一
人
、
三
人
暮
ら
し
。
私
を
加
え
て
四
人
暮
ら
し
と
な
っ
た
。

官
舎
の
附
近
も
事
件
が
毎
日
発
生
す
る
。
ソ
連
軍
が
駐
在
し
、

殺
人
、
強
盗
、
強
姦
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
造
兵
■
に

行
け
ば
日
本
軍
人
は
ソ
連
軍
に
依
り
武
装
解
除
、
そ
し
て
何
処

か
へ
連
れ
て
行
か
れ
る
、
毎
日
列
車
で
運
ば
れ
て
い
る
等
、

ニ
ュ
ー
ス
も
聞
く
。
私
自
身
の
回
り
に
危
険
が
迫
っ
た
事
を
感

じ
、
偽
名
を
決
意
（
島
根
県
出
身
）
増
田
健
治
と
命
名
、
軍
属

と
し
て
満
州
に
来
た
。（
勿
論
軍
籍
は
な
い
事
に
し
た
）
そ
し

て
抑
留
か
ら
帰
国
迄
全
て
偽
名
で
押
し
通
し
た
。

連
日
の
よ
う
に
ソ
連
軍
の
暴
行
の
中
恐
怖
に
お
び
え
て
い
た

が
、
山
本
さ
ん
一
家
と
自
由
を
味
わ
い
乍
ら
楽
し
い
日
々
を
過




